Japanese 101 Notes

Chapter 1

Hiragana / ひらがな

	
	w
	r
	y
	m
	h
	n
	t
	s
	k
	
	

	ん
	わ
	ら
	や
	ま
	は
	な
	た
	さ
	か
	あ
	a

	
	
	り
	
	み
	ひ
	に
	ち
	し
	き
	い
	i

	
	
	る
	ゆ
	む
	ふ
	ぬ
	つ
	す
	く
	う
	u

	
	
	れ
	
	め
	へ
	ね
	て
	せ
	け
	え
	e

	
	を
	ろ
	よ
	も
	ほ
	の
	と
	そ
	こ
	お
	o


	は゜

pa
	は゛

ba
	
	た゛da
	さ゛za
	か゛ga

	ひ゜

pi
	ひ゛

bi
	
	ち゛

ji
	し゛ji
	き゛gi

	ふ゜

pu
	ふ゛

bu
	
	つ゛zu
	す゛zu
	く゛gu

	へ゜

pe
	へ゛

be
	
	て゛de
	せ゛ze
	け゛ge

	ほ゜

po
	ほ゛

bo
	
	と゛do
	そ゛zo
	こ゛go


	ひ゜ゃpya
	ひ゛ゃbya
	ち゛ゃja
	し゛ゃ

ja
	き゛ゃgya
	りゃrya
	みゃmya
	ひゃhya
	にゃnya
	ちゃcha
	しゃsha
	きゃkya

	ひ゜ゅpyu
	ひ゛ゅbyu
	ち゛ゅju
	し゛ゅju
	き゛ゅgyu
	りゅryu
	みゅmyu
	ひゅhyu
	にゅnyu
	ちゅchu
	しゅshu
	きゅkyu

	ひ゜ょpyo
	ひ゛ょbyo
	ち゛ょjo
	し゛ょjo
	き゛ょgyo
	りょryo
	みょmyo
	ひょhyo
	にょnyo
	ちょcho
	しょsho
	きょkyo


	w
	r
	y
	m
	h
	n
	t
	s
	k
	
	

	わあ
	らあ
	やあ
	まあ
	はあ
	なあ
	たあ
	さあ
	かあ
	ああ
	aa

	
	りい
	
	みい
	ひい
	にい
	ちい
	しい
	きい
	いい
	ii

	
	るう
	ゆう
	むう
	ふう
	ぬう
	つう
	すう
	くう
	うう
	uu

	
	れい
	
	めい
	へい
	ねい

ねえ
	てい
	せい
	けい
	えい

ええ
	ee

	を
	ろう
	よう
	もう
	ほう 

ほお
	のう
	とう

とお
	そう
	こう

こお
	おう

おお
	oo


っdenotes double consonant (pause before following consonant; i.e. がっこう= ga-ko-o)
。is a period.(not to be confused with the diacritical mark for the ‘p’ sound)
Greetings:

おはようございます。
Good morning. (おはよう= casual) ―さん = polite form of address.

こんにちは。

Good afternoon.

こんばんは。

Good evening.
さようなら。

Goodbye.

はじめまして。

How do you do? (formal greeting)

どうぞよろしく。

Nice to meet you. (formal politeness)

しつれいします。

Goodbye (or excuse my rudeness)
じゃあ、また。or じゃあね。or またね。Goodbye (casual, first is literally “again, later”)
また、あした。

See you tomorrow. (“Again, tomorrow”)

また、らいしゅう。
See you next week.
ありがとございます。
Thank you. (formal)
(どうも) ありがと。

Thanks. (casual)
どういたしまして。
You’re welcome.
すみません。

Excuse me. / I am sorry.
ごめんなさい。

I apologize.
Requests:

きいてください。

Please listen.
いってください。

Please say. / Please repeat.
みてください。

Please look.

かいてください。

Please write.

よんでください。

Please read.

もう　いちど　いってください。
Please say it again.

ゆっくり　いってください。

Please say it slowly.

おおきい　こえで　いってください。
Please say it loudly.

「(English word) 」は　にほんごで　なんと　いいますか。

How do you say “(English word)” in Japanese?
「(Japanese word)」と　いいます。
You say “(Japanese word)”.
「(Japanese word)」って　なんですか。
What does “(Japanese word)” mean?
「(English word) 」です。


It’s “(English word)”.
Chapter 2

くに – Countries

すぺいん (すぺいんじん) (すぺいんご)

ふらんす (ふらんすじん) (ふらんすご)
いぎりす (いぎりすじん) (えいご)


ちゆうごく　(ちゆうごくじん)　(ちゆうごくご)
かんこく　(かんこくじん)　(かんこくご)
にほん　(にほんじん)　(にほんご)
にゆうじいらんど　(にゆうじいらんどじん)　(えいご)


おうすとらりあ　(おうすとらりあじん)　(えいご)
あめりか　(あめりかじん)　(えいご)

めきしこ　(めきしこじん)　(すぺいんご)
かなだ　(かなだじん)　(えいご　と　ふらんすご)
どいつ　(どいつじん) 　(どいつご)

いたりあ　(いたりあじん) 　(いたりあご)

ろしあ　(ろしあじん) 　(ろしあご)

Identifying (something is or is not something else):
(noun1)は(noun2)です。(noun1 is noun2.)  は (wa) is a particle(topic marker).  ですis the verb (affirmative form).
(noun1)は(noun2)じゃありません。(noun1 is not noun2.)  じゃありません is the verb (negative form).

(noun1)は(noun2)じゃないです。(noun1 is not noun2.)  じゃないです is the verb (alternate negative form).

Asking yes/no (はい / いいえ) questions:

(noun1)は(noun2)ですか。か is a question particle.

Relationship between nouns:

(noun1)の(noun2) ―。 の is a particle that allows noun1 to modify noun2.

Questions using なん:

(noun) は　なん　ですか。なん takes the place of noun2 and stands for ‘what’.

Questions using どこ / どちら:

どこ / どちら　から　いらっしゃいましたか。どこ / どちら means ‘where’, からmeans ‘from’. Where are you from?
(place) から　きました。From (place).

Similarity (with も):

(noun1)は(noun2)です。(noun3)も(noun2)です。も used like ‘also’ or ‘too’.

‘noun1 is noun2.’ ‘noun3 is also noun2.’
‘and’ ( ):

(noun1)と(noun3)は(noun2)です。とused like ‘and’. ‘noun1 and noun3 are noun2.’
Chapter 3
たてもの – buildings

りょう

あぱあと

うち or いえ
へゃ – room もの – things

いす


ふとん

そふうあ

たんす

まど


べっど

つくえ

いぬ


てえぶる
でんわ

ねこ


すたんど

とけい

ほん


てれび

どあ


とだな

すてれお

え


おしいれ

ほんだな

しゃしん

けいたい

ようすをあらわすことば – adjectives

おおきい

ちいさい
あたらしい

ふるい

ひろい

せまい

あかるい

くらい

たかい

ひくい

やすい

いい


よくない or わるい

きれい(な)

きたない

しずか(な)

うるさい

りっぱ(な)

すてき(な)

すごい

ゆうめい(な)

えらい
しつもんのしかた – question words

なに or なん

だん



どこ or どちら
どな

どれ


どうした or なんで

どうやって

This/That/Which (indirect)
This/That/Which (thing)
Here/There/Where

これ　は (noun) です。　この(noun)は　－。　　
ここ　に(subject)が　あります or います。
それ　は (noun) です。　その(noun)は　－。　　
そこ　に(subject)が　あります or います。
あれ　は (noun) です。　あの(noun)は　－。　　 あそこ　に(subject)が　あります or います。
どれ　は (noun) です。　どの(noun)は　－。　　
どこ　に(subject)が　あります or います。
これ / この / ここ – immediate vicinity

それ / その / そこ – near the listener or nearby

あれ / あの / あそこ – far

どれ / どの / どこ – which/where

location question and answer:

ここ / そこ / あそこ　に(subject)が　ありますか。’Is there subject(thing) at location?’
ここ / そこ / あそこ　に(subject)が　いますか。’Is there subject(living thing) at location?’
はい、あります / います。(Affirmative response)
いええ、ありません / いません。(Negative response)

に is particle indicating relative location. が is particle indicating subject. 
adjective + noun:

(noun1)は(adjective)(noun2)です。Some adjectives end in い and some in な before a noun (see above).

Location nouns (なか, そと, となり, よこ, ちかく, うしろ, まえ, うえ, した, みぎがわ, ひだりがわ):
(noun)の(location noun)に(subject)が　あります / います。’subject is location-relation to noun.’
Ex: うちのなかにへやがあります。’The room is inside the house.’
よ and ね:

(noun1)は(noun2)ですよ。Giving information: ‘noun1 is noun2, you know.’
(noun1)は(noun2)ですね。Seeking agreement: ‘noun1 is noun2, isn’t it?’
Coming and going (expressions):

あがってください。
Please come in.
おじゃまします。

Thank you for allowing me to intrude. (Lit. I will intrude on you.)
いってきます。

I’m leaving now.
いってらっしゃい。
Bye.
ただいま。


I’m home.
おかえり(なさい)。

Welcome back.
いただきます。

Thanks. (before eating)
ごちそうさま(でした)。
It was good. (after eating)
Katakana / カタカナ

	
	w
	r
	y
	m
	h
	n
	t
	s
	k
	
	

	ン
	ワ
	ラ
	ヤ
	マ
	ハ
	ナ
	タ
	サ
	カ
	ア
	a

	
	
	リ
	
	ミ
	ヒ
	ニ
	チ
	シ
	キ
	イ
	i

	
	
	ル
	ユ
	ム
	フ
	ヌ
	ツ
	ス
	ク
	ウ
	u

	
	
	レ
	
	メ
	ヘ
	ネ
	テ
	セ
	ケ
	エ
	e

	
	ヲ
	ロ
	ヨ
	モ
	ホ
	ノ
	ト
	ソ
	コ
	オ
	o


	パ
pa
	バ
ba
	
	ダda
	ザza
	ガga

	ピ
pi
	ビ
bi
	
	ヂ
ji
	ジ

ji
	ギ

gi

	プ
pu
	ブ
bu
	
	ヅzu
	ズzu
	グgu

	ペ
pe
	ベ
be
	
	デde
	ゼze
	ゲge

	ポ
po
	ボ
bo
	
	ドdo
	ゾzo
	ゴgo


	ピャpya
	ビャbya
	ヂャ

ja
	ジャ
ja
	ギャgya
	リャrya
	ミャmya
	ヒャhya
	ニャnya
	ニャcha
	シャsha
	シャkya

	ピュpyu
	ビュbyu
	ヂュ

ju
	ジュ

ju
	ギュgyu
	リュryu
	ミュmyu
	ヒュhyu
	ニュnyu
	ニュchu
	シュshu
	シュkyu

	ピョpyo
	ビョbyo
	ヂョ

jo
	ジョ

jo
	ギョgyo
	リョryo
	ミョmyo
	ヒョhyo
	ニョnyo
	ニョcho
	ショsho
	ショkyo


	w
	r
	y
	m
	h
	n
	t
	s
	k
	
	

	ワー
	ラー
	ヤー
	マー
	ハー
	ナー
	ター
	サー
	カー
	あー
	aa

	
	リー
	
	ミー
	ヒー
	ニー
	チー
	シー
	キー
	いー
	ii

	
	ルー
	ユー
	ムー
	フー
	ヌー
	ツー
	スー
	クー
	うー
	uu

	
	レー
	
	メー
	ヘー
	ネー
	テー
	セー
	ケー
	えー
	ee

	ヲ
	ロー
	ヨー
	モー
	ホー 
	ノー
	トー
	ソー
	コー
	おー
	oo


っdenotes double consonant (pause before following consonant; i.e. がっこう= ga-ko-o)

Chapter 4
Using adjectives (polite affirmative/negative) and とても and あまり:

い-adjective, polite affirmative:　おおきい　です

い-adjective, polite negative:　 おおきく　ありません or おおきく　ないです

な-adjective, polite affirmative:　しずか　です

な-adjective, polite negative:　 しずか　じゃありません or しずか　じゃないです
To make negative of い-adjective, change い to くand end with ありません or ないです.
To make negative of な-adjective, do same as noun + です.

いい is slightly irregular in negative form: よくありません or よくないです.

-- ないです is considered colloquial and only used in spoken language.

とても and あまりboth mean very, former is used with affirmative form and latter with negative.

Referring to things mentioned immediately before using noun/adjective + の (pronoun):

Location + adjective1 + noun1 は noun2 is.

あの　しろい　たてものは　びょういんです。(That white building over there is a hospital.)
い-adjective2 one(noun1) は noun is.

ちゃいろい　の　は　ぎんこうです。(The brown one(building) is a bank.)
な-adjective2 one(noun1) は noun is.

きれいな　の　は　きっさてんです。(The pretty one(building) is a coffee shop.) Note the useな before の as if it were a noun.
noun one(noun1) is.

やまださん　の　です。(It’s Yamada-san’s.) In this case a possessive but the clause after の could have been a preposition.
の cannot be used by itself; it must be preceded by the noun or adjective.

Using は or が:

は marks the topic; が marks the grammatical subject.
Use が when the subject is or contains a question word (topic is unknown):どのひとがせんせいですか。

If question word follows the topic, use は:　 じむしつはどこですか。

Once topic noun is used, use は in subsequent sentences:　あそこにねこがいますね。それはくろいねこですか。
それ can be used to refer to something mentioned previously.  Likewise, その and そこcan be used, often for something unseen: がくせいかいかんのなかにしょくどうがあります。そこはとてもきれいです。(There is a cafeteria in the student union. It (that place) is very clean/nice.)
Expressing location using ―は　－に　あります / います and ―は　です:

(noun) は(question word) に　ありますか / いますか。or (noun) は(question word) ですか。

(location noun phrase) に　あります / います。or (location noun phrase) です。

As opposed to －に　－が　あります / います, this focuses on the location of a person or thing. －に－が　あります / います focuses on the person or thing whose location is being established.

Chapter 5

Telling time using counters and the particle に:

なん　じ　ですか。　ご　じ　はっ　ぷん　です。(What hour is it? 5:00 and 8 minutes.)

なん　じ　に　おきますか。　　はち　じ　はん　に　おきます。(At what time to you rise? I get up at 8:30.)

	
	―じ(o’clock / hour)
	―じかん(hours elapsed)
	―ふん(minutes)

	Question
	なんじ
	なんじかん
	なんぷん

	1
	いちじ
	いちじかん
	いっぷん

	2
	にじ
	にじかん
	にふん

	3
	さんじ
	さんじかん
	さんぷん

	4
	よじ
	よじかん
	よんふん / よんぷん

	5
	ごじ
	ごじかん
	ごふん

	6
	ろくじ
	ろくじかん
	ろっぷん

	7
	しちじ
	しちじかん
	しちふん / ななふん

	8
	はちじ
	はちじかん
	はちふん / はちぷん

	9
	くじ
	くじかん
	きゅうふん

	10
	じゅうじ
	じゅうじかん
	じゅっぷん / じっぷん

	11
	じゅういちじ
	じゅういちじかん
	じゅういっぷん

	12
	じゅうにじ
	じゅうにじかん
	じゅうにふん

	20
	にじゅうじ
	にじゅうじかん
	にじゅっぷん / にじっぷん

	21
	にじゅういちじ
	にじゅういちじかん
	にじゅういっぷん


When combining numbers, 4, 7, and 9 have two pronunciations.  Numbers like 40 are more likely to be read as よんじゅう than しじゅう.  70 can be either ななじゅう or しちじゅう. 90 is always きゅうじゅう.

ごぜん before the time expression is A.M.  ごご before the time expression is P.M.

はん is half past the hour: はちじはん = 8:30.

に indicates a point in time and expresses clock time, the day, the month, or the year.  Not used with きょう(today), いま(now), あさ(morning), ひろ(afternoon), ばん(evening), いつ(when), まいー(every-), こんー(this-), らいー(next-).
Connect day to time withの.  Example:　げつようび　の　ごごさんじ　に　――。
Telling what one does and where one does it using に, で, and を:

に indicates a destination or goal:

どこにいきますか。(Where are you going?) うちにかえります。(I’m going home.)

で indicates a place of action:
どこでべんきょうしますか。(Where do you study?) としょかんでべんきょうします。(I study in the library.)

をindicates a direct object of action:

あさなにをしますか。(What do you do in the morning?) ほんをよみます。(I read a book.)

Some particles, like をand に(point in time), can be omitted when the meaning can be easily inferred from the context.
―は　－が　あります。Indicates possession: ぼくはじゅぎょうがあります。(I have class.)
Frequency adverbs:

いつも(always), たいてい(usually), よく(often), and ときどき(sometimes) are positive form; あまり(seldom) and ぜんぜん(never/not at all) are negative form.

とても may be used before よく to express activities done often and for a long time.

Position is flexible; often before verb but can appear before direct object.

The negative form can also be used with adjectives to negate them; must be used with negative verb.

Approximating time using ごろ andぐらい:

ごろindicates an approximate point in time; に may be used optionally.  Expression comes after the time.

ぐらい indicates an approximate duration; expression comes after the duration.  Also くらい.

Chapter 6

Using で, に, と, and からーまで:
で is the particle to express a means: だいがくになんでいきますか。(How do you go to school?) じてんしゃでいきます。(I go by bicycle.)

に as a particle also expresses ‘to whom’: わたしはともだちにてがみをかきます。(I will write a letter to a friend.)

とas a particle can also express ‘together with’: わたしはルームメートとかいものにいきます。(I will go shopping with a roommate.)

からーまで express beginning and ending points: だいがくからうちまで(from school to home) はちじごぜんからさんじごごまで(from 8am to 3pm)

Verb forms:

Present Affirmative:　－ます

Past Affirmative:　－ました

Present Negative:　－ません

Past Negative:　－ませんでした

な-adjective forms:　ひまな
Present Affirmative:　ひまです
Past Affirmative:　ひまでした
Present Negative:　ひまじゃありません or ひまじゃないです
Past Negative:　 ひまじゃありませんでした or ひまじゃなかったです
い-adjective forms:　あかい
Present Affirmative:　あかいです
Past Affirmative:　あかかったです
Present Negative:　あかくありません orあかくないです
Past Negative:　あかくありませんでしたorあかくなかったです
いい has the same irregularity in the past negative form as in the present negative form:

よくありません orよくないです, よくありませんでしたorよくなかったです
The copula verb です:

Present Affirmative:　―です

Past Affirmative:　－でした

Present Negative:　しゃありません orしゃないです

Past Negative:　しゃありませんでしたorしゃなかったです

Frequency and extent of action:
わたしはにしゅうかんにいちどえいがをみます。(I watch a movie once every two weeks.)

わたしはいちにちににじかんぐらいほんをよみます。(I read about two hours a day.)

Frequency counters:

	1
いちど　いっかい
	6
ろっかい

	2
にど　にかい
	7
ななかい

	3
さんど　さんかい
	8
はっかい

	4
よんかい
	9
きゅうかい

	5
ごかい
	
10
じゅっかい


Duration counters:

	いちにち
	one day

	いっしゅうかん
	one week

	にしゅうかん
	two weeks

	さんしゅうかん
	three weeks

	いっかげつ
	one month

	にかげつ
	two months

	さんかげつ
	three months

	ろっかげつ / はんとし
	six months / half a year

	いちねん
	one year

	にねん
	two years

	さんねん
	three years

	よねん
	four years

	じゅうねん
	ten years


どのくらい or どのぐらい is a generic question word for  how long / how often / or how much.
Double particles:

に　には　にも
Add は or も to these particles to mark the topic or similarity.
で　では　でも
は also marks contrast and can still be added to these particles.
と　とは　とも

Examples:


このだいがくにはりっぱなとしょかんがあります。(This university has a fine library.)


とうきょうだいがくにもあります。(Tokyo University also has a fine one.)


わたしはうちでごはんをたへます。がっこうではたへません。(I eat at home. I don’t eat at
school.)

が　を　Simply replace these particles (or は with も) for the above purposes (no double particles).

わたしはしんぶんをよくよみます。でも、ざっしはあまりよみません。(I often read the

newspaper. But I don’t read magazines very often.)

Giving a reason, using －から:
reason clause (always first) から、 result clause(always second).


Example: あしたりょうしんがきますから、アパートのそうじをしました。(Since my 
parents are coming tomorrow, I cleaned my apartment).

Expressing contrast, using が:

clause が、clause.


Example: きょうはいそがしいですが、あしたはひまです。(I am busy today, but I will be

free tomorrow.)
